バスケットボールの基礎技術とその指導についての一考察　－ 基礎技能指導の方法論一 by 東 昇
バスケットボールの基礎技術とその指導についての
一考察　－ 基礎技能指導の方法論一
著者 東 昇
雑誌名 北海道女子短期大学研究紀要
巻 1
ページ 31-45
発行年 1968
URL http://id.nii.ac.jp/1136/00000945/
研究紀要創刊号 3Z
バスケットボールの基礎技術とその指導についての一考察
－基礎技能指導の方法論一
昇東
はじめに
球技種目の指導にあたって，基礎技術又技能をどのようにとらえ，又指導がなされなけ
ればならないのか等について，いろいろな場面で数度のみならず遭遇した経験がある。そ
の都度，一般的に言われる，「基礎が出来ていない｣，「基本技能」が身についていない等
の言葉を聞いて来たのであるが，特に，バスケットボー ルの指導にあたって，一応選手と
して養成し，ある程度の技能を身につけさせたはずの者についてもこのような言葉をよく
聞いたものである。その頃から，この種目の基礎となるべき技術，技能とはどのような動
作，運動をさすものなのかについて考えてみたのであるo特に「バスケットボー ル」につ
いては，「習慣のケー ム」であるとも言われている点から，学校教育の一分野をもつ体育
科で,意図的目的的に作られた体操等と異なり，自然発生的な発展過程を見ながら，スポー
ツ教材的性格を持ち，しかも，文部省学習指導要領の中で示める球技のパー センテー ジの
大なるものを見るとき，この指導に当っては，特に基礎技術，技能のとらえ方と，その指
導方法が大切な意味をもってくるものではなかろうかと考えるのである。何様な点から，
バスケットボー ルの技術，技能の分析を試及，技能学習の構造面と，学習指導の一方法論
とを考察してみた次第である。
1．基礎技術について
体育科における技術，とくに基礎技術とは何をさすかを考えてみたい。一般に教育の分
野において使われている技術の言葉に，「教育技術」「製作技術」「体育技術」（＝スポー ツ
技術）等々 あるが，これらは何れも哲学や経済学の立場に立って厳密に規定し，又意味し
て使用されているものではないと思う。さればといって，今ここで，その概念等を規定
し，くわしくその系譜の説明に立ち入る余裕はないが，体育科の技術について，次のよう
に考えてみたい。
???
????
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即ち，体育技術の教育は，「身体の教育」といわれるその任務，特質を考慮に入れなが
ら．種目そのものと，種目の構造について，理論的に思考し，その種目の実施に当って
は，種目の特性，構造，性格を合理的に処理し，合わせて将来の生活設計について，当面
する各事項につき合理的に解決，処理出来得る能力を身につけさせるべく指導されねばな
らぬものである。敢えて言うなら，積極的な身体訓練（身体強化＝健康強化）がもたらす
ものは将来への労働，生活設計を支える強力な柱となるものであるからである。従って，
種目に存在する複雑な技術的各事象を前後の動作を伴いながら単純な要素に分析し，こ
れらを総合して，一般的な技術的法則を発見させ，技術的経験を土台として技術的事象
の法則性に気づかせることが体育技術教育にとって大切な，又主要な任務ともなってくる
ものなのである。また，自然の法則や技術の法則を技術又技能面に適用し，技術，技能の
習得によってその諸法則の普遍性を検証させることが必要となってくるのである。又これ
ら諸技術技能の習得を通して青少年が，自然物を合理的に処理し，物や道具を大切にし，
協力して仕事をし，又，学習をする習慣と，能力を身につけていくことが出来るものであ
ると考えるのである。又，この体育技術の教育は，一般的（＝職業的）な他の技術教育と
同様，単に自然の事象や，技術的事象の処理だけでなく，これによって，思考と行動の規
則を習得し，技術教育によって独得された論理的思考が，人間関係をも改善し・社会的な
問題を分析し処理する普遍的な能力に高めて行く事が出来るものなのである。又そう指導
されなければならないものなのである。
2．技術の分類
従って，バスケットボー ルにおける技術については，これが実施に当って，身体の運動
支配機能と知的理解（＝創造的技術又，イメー ジによる技術）力が技術習得を大きく左右
するものであると考える。特にバスケットボー ルにおいては，前述した様に「習慣のケー
ム」であるといわれている点から考えてみるとき，日常生活の中にとけ込んでいる走・躍・
投の諸技能がすべて加味されているだけに，ある一面からみると，本能的なプレー である
とも言えるのではなかろうか，なるが故に，習慣化されたものが，技術の，又，プレー の
良否を決定するのかも知れないのである。ここで日常生活行動における，習慣化されてい
る技術に目を転んじてみると，「平衡を維持すること｣，「運動すること」，「他のもので運
動すること｣，「他のものに運動を働らきかけること」等々 が日常生活での行動面に多々 現
われてくる。これが運動の技術を支えている基本的行動である。この事について，身体運
動学（キネシオロジー ）では，運動に必要な身体的技術，能力等の立場から次の様に分類
もしているのである｡(註・現代教育学14巻192頁）即ち，
（1）平衡を維持する運動技術
立っている。かがんでいる。
j
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（2）自分のからだを動かす運動技術
立つ。かがむ。つかむ
○場所の移動をともないながら，
歩く。走る。身をかわす。とぶ。等
（31他のものを動かす運動技術（運動量を与えるもの）
○自分のからだで他のものを，
かかえる。もつ。投げる。さしあげる。引く。等を
（41動いているものをとめる運動技術（運動量を受けるもの）
○自分のからだで，
とまる。うける。等々(1旦しバスケットボール技術に関連性を有すると思われるも
ののみを抜すいした｡）
と，しかし，これらが人間の将来の職業の基礎となる技術にまで高めねばならないが，
これが，技術についてのすべてではないとも述べられている。しかし，学習の場，特に，
中学生，高校生への球技指導については，日常生活面に当面する上記分類の諸技術がある
もの（球技）をぱい体として，万人に，これが習慣化され，さらに応用化された時これは
「基礎となる技術」であると考えるべきであろうと思う。特にバスケットボー ルにおいて
は，ポールと相手の動きとに対する対決があり，からだを動かす技術，他のもの（ポー
ル，他の人）を動かす技術，他のもので他のものを動かす技術，動いているものをとめる
技術等が複合されている技術の特質がある。又，多くのものはチー ムを作って，チー ムプ
レー をするという特質があり，一方では．チー ム遊戯、スポー ツ遊戯的な，又これらと同
じような効果を期待することもできる。又，バスケットボー ルを内容面からみるとき，相
手との身体接触が出来ないというその特質を有している事から，その指蕊には，典型的な
この本質を十分つかませる事が必要となってくるのである。特にポー ルを扱う事から，道
具を使うという特珠な面白ろさも手伝うが，逆に道具を使うという経済的制約から，他の
種目程，大衆的になっていない問題もあって，教育の場では，早急に，しかも単時間のう
ちに，バスケットボー ルの全てを指導してしまう点に，技術として身につかない、しか
も，将来への発展性に寄与する事が出来ないという焦り等も手伝う所に，一つの問題があ
るのかもしれない。一方文部省学習指導要領の中で，運動，技術技能については，基本技
能，応用技能とに分頬し，中学校においての指導を次のように述べている。これを学年を
追って列挙してみると，
基本技能
1年
（1）パスとキャッチ（チェストパス，バウンズパス）
（2）ドリブル
??????????????‐????‐??????????????，????????????‐‐???
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（31ショット（セットシヨット，ランニングショット）
2年
（1）バス，キャッチ（オーバーヘッドパス，アンダーハンドパス）
（2）ドリブル（右，左の両手使用）
（3）ショット（ジャンプショット）
（4）ガード（マンツウマンのガード）
3年
（1）バスとキャッチ
（2）ドリブル（低い）
（31ショット（レイアップショット，ジャンプショット，セットショットの各シュート
が正確に入るように）
応用技能
1年
（1）走りながらのパス
（2）ドリブルからのショット
（3）2人で1人を攻める
（4）簡易ケーム（バイオレーション，ファウル）
2年
（1）3人で2人を攻める
（2）カットインプレー
(31ケーム（正規に近いルールによるケーム）
3年
（1）3人で2人を攻める
（2）3人で3人を攻める
（31速攻（ゾーンやフリースローから）
（4）ケーム（正規に近いルールによるケームと審判）
と一応，各学年に編成されているが，あくまでも，その性格（学習指導要領中に述べられ
ている｡)の中で述べられているように，生徒の発達上の必要に応じて，適切で，しかも
現在ならびに将来の生活に利用できる運動という事から，種目の特性と，用語を使用して
いるのであろうと考えるが，非常にととのいすぎている感がするのである。従って，これ
が指導に当っては，例えばパスについてみるとDO望ましい（正しい）ポールのつかみ方
（両手)，。保持の仕方90重心の移動のさせ方90相手（味方）に受けやすいような所
（胸）に両手均等な力で押し出すようにして，しかも相手が受けやすいようにポールに回
転を与えるように行った方がよい｡(=チェストパス）等の形通りの指導がなされる結果
1
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に落ち入ってしまうのではなかろうか。これがパスに限らず，ドリブル，ショット，ディ
フェンス，オフェンスすべてについて言えるような気がするのである。この点について佐
々木久吉著「ポールケームの設計p､90」にて「基本技能」というのは，ケームを分析
してとり出した基本的な技術をさすのか，あるいはケームそれ自体を構成している生きた
技術をさすのが不明である」と述べられ，さらに氏は，その後者について論じられている
点は，全く感を同じくするものである。即ち「生きた技術｣→｢生きたプレー」がなされる
ときバスケットボール的要素を強め，より高度な技術習得への発展段階をみるものであ
る。従って「生きた技術」とは，プレー（ケーム）自体を構成している技術であって，個
々にとり上げられるパス，ショット等の技術ではなく，さらに前進した「～ながらのバ
ス｣，「～だからこのパス｣，「～ながらのショット｣，「～だからこのショット」と前後の動
作に伴った技術として習得させることなのであると考えるのである。この点について昭和
34年度より継続研究を続けていた「効果的な学習指導法を目指して」（札幌旭丘高等学校
研究記要I～V)で若干ふれたのであるが，いわゆる’文部省学習指導要領に準じて，バ
スケットボールのケームを分析して取り出した個々の基本的な技術を短時間で指導したも
のを，ケー ム的要素をもった，前後の動作に合せた個々 の技術，早い動作に伴う身体機能
と技術習得を強度に要求した指導をなしたものとを比較した時，最終的に単元終了後に行
った校内体育大会でのプレー （ケー ム）を見ると，バスケットボー ルらしいケー ムであっ
たのは，やはり後者であった事である。しかし，前者について，静的な動きの場面でみせ
られる個々 の分析された技術についてはいわゆる法則性にかなった，パス，ショット等見
た目にきれいなフォー ムでの技術的発展過程をみせたが，一定時間内（ケー ム時間）での
パス回数，ショット数，ケー ムのかけひき，味方同志の連けい動作等についてはプレー と
して，ケー ムとして，組立ての素雑さが見られた．経験があったのであるo又，この点に
ついて「体育の学習指導」（橋本正一氏著p.191～）で氏も指てきし，数々 の実験例を
述べられている事項について，私の経験（実験例）に合致するものが数多く見られ，非常
に興味深く感んじた次第である。さて，かような事からも，パス，ショット，ドリブル等
の々各分析された諸技能については，その動作を行う前後の動作との関連性，一連性を考
えない技術は，体育本来の目的にそった，生徒の個性を伸ばし，個々 人の身体的特性を生
かし，さらに，その動作を通じて健康の増進を計ろうとする意図的指導と，やがては将来
の生活設計につながるであろう技術習得としての発展へとは結びつかないのではなかろう
かと不安を抱くものである。従って，「はじめ」に述べた技術の分析とは，個々 の技術そ
のものでなく，前後して生まれてくる動作が，キネシオロジー によって分類されている諸
動作の何を強調するものであるのかによって技術，個々 の技術，技能の理念が定まってく
るものであると考えるものである。従って個々 の技術は，生産技術と同様，社会の変革に
伴って技術内容も変化するように体育実技の環境によって，即ち学習指導の過程におい
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て，教師と生徒の問題意識，認識の度合の差が大なればなる程，技術習得，否総合された
技術（より効果な技術）は目標からはなれたものへとなってしまうであると考える。
3．バスケットボールの学習構造と指導
ふつう，教育は①人間の人間に対するはたらきであり，②基本的には生産力の維持また
は発展と生産関係の維持または変革のために人間を意識的，価値志向的に形成する社会的
なはたらきであり，③人間の発達をはかるはたらきである，というように規定される。（註
「子供の思考椛造4，授業過程と集団思考」鈴木秀一筆26頁),特に体育科における教育は人間の
行動形態において,意図的,目的的であり，行動面に現われる表現の効果が一目除然となる
場が多く存在するものである。しかも，教科としての体育は，一方では身体発達への刺激
と，同時に，文化として学習されるべき性格をもち，一方では，体力増強，運動技術，技
能，マナー等々健康安全の習慣と社会的市民的要素を強く要求されるものであるからここ
に学習指導の問題がおこるのである。即ち，運動の学習は運動技能，運動技術の習得を軸
として展開されるもので，運動技能，技術を高めることにおいて，学習効果と，体力増強
の両面が総合的に行われる一面ももっている。従って，技術，技能指導のみちすじは，運
動の学習構造，技術構造に応じて具体的内容が当然ちがってくるものであり，述動の埜本
構造とは，基本的性格がちがえば，考察の仕方，内容等もちがってくるのは当然の事であ
る。従って自然発生的発展過程をみせて来たバスケットボー ルは，意図的目的的に，又，
人間の生理，解剖学的分野から考察され，作られた体操の指導内容と着眼点の相異から同
一的な指導構造をもって指導の展開が出来ない事はいうまでもないことである｡
これらの点を総合してみて，バスケットボー ル指導と構造の関係については次の様に考
えてみた。即ち学習指導構造を規定する因果関係からみると，①社会的諸条件が教育目的
及び子供の要求度合いを決定させ，合せて教育の諸条件を決定するものであること，この
ことは，バスケットボー ルのみならず球技一般の発達過程において，いずれの時代もケー
ム，及びこれの指導についての構造があり，それらがバスケットボー ル技術のもつ知性
（知的理解力等も含めて）や技術性の高まりとともに，替え改められてきている事実をゑ
てもうなずける問題である。ある時代には「速攻法」と「帰陣」が攻防の形を示すもので
あり，またある時代には「遅攻法」と「マンツーマンディフェンス」であり，「プレスデ
ィフェンス」であるというように，そこにはより合理的，より組織的な構造が求められて
変革が繰りかえされて今日にいたっているのである。しかもこれら構造の変革は，決して
他によって強制されたものでなく，バスケットボールがうちにそなえている理念を前提と
して，ひたむきに攻防の研究を繰りかえすプレーの歴史がこのような結果を引き起こした
ものなのである。即ち，教育の目的が教育内容を決定し，教育内容と子供の要求度合いと
教師の指導力が教育方法を決定するといわれるのも社会環境が教育を大きく左右している
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証拠といえよう。
4．バスケットボールの構造と指導
バスケットボールの構造については次の様に考え度い。
＊別して{;擬差臺鰯窯
A攻撃に必要な技術
a)速攻
①単身（ドリブル，ランニングショット，ドリブルショット）
②複数（ドリブル，ランニングバス，ランニングショット，ストップ）
b)1.セットオフェンス
①単数（ドリブル，カットイン，ミドルショット，ジャンプショット）
②複数（パス，カットイン，トレールプレー，ピックオフプレー，ミドルシ
ョット，ジャンプショット，ランニングショット，スクリープレー）
2．ゾーンオフェンス
①複数（バス，カット，ドリブル）
B防禦に必要な技術
a)帰陣
①単数（ボデーコントロール，敏速な動き，パスカット）
②複数（味方の弱点の補強）
b)セットディフェンス
①マンツウマンディフェンス（フットワーク，ボディコントロール，パスカッ
ト，広い視野）
②ゾーンディフェンス（ポジイションの任務，カツトインの進路防禦，ゴール下
のディフェンス，速攻への備え）
中学3年生，高校1年生を対象としての指導について，バスケットボールの構造を前述
のごとく考えてみた。即ち，小学校において経験をつんだ「ポートポール」の学習過程を
得，ある程度のバスケットボール的感覚に目覚めた所で，中学1，2年において指導され
たパス，ドリブル，ショット，ディフェンス，オフェンスの各技術を理解の技術として，
又，身体習慣としてある程度迄想起されているものとして，これを前提におき，この様な
構造を考えた。これは，一応のバスケットボールを理解し，技能を身につけることが出来
たと考え，次の発展段階として，攻撃や防禦の方法を，各時点に適して使用させ，一定の
リズムに従って攻撃防禦のワクから離れ，相手や味方の状態，状況に応じて，最も効果的
な方法でケームをおし進めることが，より望ましいと考えたからである。この為には，こ
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の構造によって，情勢に応じた攻防の変化を見ることが出来るし，又，過去に経験した諸
技術が適用出来ない場面では，新らたな技能を生朶出し，実際に展開させることが出来る
余地をも考えているからである。即ち,その為には相手の動き,状態の観察も必要であり，
味方の互の協力態勢をととのえ，一つの方法から，他の方法へと各プレーをスムーズに移
行させ，しかも防禦態勢の中にも常に攻撃に対する心構えが要求され，これやが，生徒の
必要感となって行動に現われてくるものであろうし，又，常に，ケームの主導権を自チー
ムで握り，相手チームの弱点をつく作戦をねる必要にもせ主られてくるであろうし，バス
ケットボールのもつ面白ろさも，ひたむきな姿で，攻防を繰り返されるうちに，ケーム運
びの主導権をめぐっての変化にとんだ攻防が，中学3年生，高校1年又3年までも適用出
来得るように発展されるであろうとの見通しから，これらの構造を考えてみたのである。
1指導過程
前記構造にもとづき指導を行うのであるが，バスケットボールばかりでなく，球技一般
について言える点に，
①ポールの操作（ポールコントロール）
②個人の身体操作（ボディコントロール）
③チーム内の連けい動作（数人の協同技術）
④ケーム運営の協同技術
等をとらえる事が出来る。そして，これらは互に各項目を基底に含みながら技術を発揮し
て行く性格をもっている。即ち基礎となる技術を学習するというのは，個々 の技術とか部
分的な技術学習ではなく，いわゆるケー ムに適用出来る学習，いわばケー ムの学習のこと
になるのである。
ケー ムの学習とは，バスケッリポー ルケー ムを，より主体化し，又，内面化することで
ある。バスケットボー ルのルー ルとケー ムのしかたを理解させながら，生徒自体に，個々
人にバスケットボー ルのイメー ジをつくらせ，その展開過程に作戦（方法）を立てさせ，
常に相手を制する技術の体系をつくりあげて行く様に学習させることである。従って，要
素的には，ケー ムとルー ルの関係と，常に相手を予想したプレー が出来る指導がなされな
ければならない。ケー ムの発達に応じて，ルー ルを発展させる。この発展させられたルー
ルは逆にケー ムを規正し，より高度な技術の変化がみられてくる。しかし，このルー ルが
生徒の技術能力に合致すれば技術の進展をみるが逆にルー ルが高すぎると子供達の気持ち
も又プレー も萎縮してしまう。即ち技術の進歩がみられなくなってしまう事につながるも
のである。従って，構造で一応の体系化をはかったが，これが固定化したものとして学習
させるのではなく，常にスライドさせた指導を考えるのである。又，ケー ムの指導である
が，ケームは常に科学的思考をはたらかせ，いかにして，相手に攻めるか，相手の個々の
技術についての研究をさせ，合わせて主体的な作戦を立てて練習させる事を考えねばなら
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ないo又，個々の技術の練習についても，常にケーム作戦と関連づけながら練習する事で
ある。即ち，「自分の技能」→「ケームの各場面での応用技能」→「基礎技術の改革」の
過程を得なければならない。ケームの学習は，この様に技術を理解するだけでなく，その
技術が，無意識的に，より正確にできる様，固定化することが重視される。これが練習で
あり，さらに熟練したといわれる様になる事であるoこれは，技術を身体で受けとめた事
であり，習慣化される事である。従って，習慣化されるまで身体訓練が行われていない場
合，個々の各部分の技術は，生徒個々人の身体的機能に対して，アンバランスな展開とな
って現われてくる事になる。
2指導例
（1）目的
「効果的な学習指導法を目指して」（札幌旭丘高校研究記要第6輯）でも若干ふれてい
るが，どの様な指導方法がより効果的であるかを，「基礎→応用→ケーム」のグループと，
「ケーム的要素→応用→基礎」のグループに分け比較しながら授業実験をした。
（2）方法
両者共12時間（6）週の時間配当o前者は教師中心，後は，グルー プ編成（等質）にて
共に実技ノー トを作成，当日の内容を記入させ，次時の計画をも記入させる方法で共に，
最終的には校内大会のケーム運びが出来る様，出来るだけケームらしいケームに近づける
やり方で練習をさせた。
（3）対象高校l年男子160名
（41指導計画
「基礎→応用→ケーム」
第1～2時計画説明，パス（チエスト，バウンズ，アンダー ，ショルダー ，フック，ラ
ンニング→2人，3人の直線的，クリスクロス等パス各種)，ドリブル（高
低遅速両方)，ピボット，ショット
第314時ドリブル，ピボット，フットワー グ（ストップの仕方を主),2人・3人の
スクリーンプレー
第5～6時2人・3人のディフェンス，ショット
第7～8時5人のディフェンス，オフェンス，フォーメーシヨン
第9～10時〃
第11～12時ケーム，審判法
「ケーム→応用→基礎」＝グループ学習
第1～2時計画説明，グループ編成，ノートの書き方，立案の仕方，ルール研究の方
法，グループ毎の練習，グループ間での2－3ディフェンス，オフェンス
第3～4時グループ間の組合せを変え，ディフェンス，オフェンスの練習，グループで
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の基礎練習
第5～10時速い動きを要求しての練習を主とする
第11～12時ケーム，審判法
（5）結果
ケームの結果からみると，すべてにおいて後者の方が良い結果が出た。バス回数，ミス
数，ドリブル使用回数，ルーズポールの処理，シュート数において常に後者が有効なポー
ルさばきをなし，又味方を有効に配置していた。ただ非常に著るしかったのは，攻撃回数
に対する攻撃成功率（ショットにまで完全にむすびつき，しかもショットが成功したも
の）が，後者は全チー ム共3.5割－4．4割に対し，前者は1.7割-3.7割と，そのひろがりの
差が大きい結果が出た。又前者には，パスをする味方が決ってしまっている事，ドリブル
の回数が多いこと，速攻，遅攻の区別（判断）がつかめず，常に体力にまかしての走り込
みが多いこと，その割にアシストが悪くゴール成功に結びつかなかった事が挙げられる
が，一方後者については，いわゆる馴れのケームが随所に見られ，ほとんど全員が，個々
の特色あるプレーをしていた。又，ゴールに対して（ショット態勢）のアシストが非常に
上手味がり，バスケットボー ルらしいケー ムを展開していた。しかし，やはり高校生とも
なると，小手先の象のプレー が各所にみられる様になり（＝いわゆるスタンドプレー 的要
素のあるもの)，バスケットクラブ員のプレー を真似る又，一般の良いプレー ヤー の真似
が多く出，これが技術の習得と学習の場面で如何に考えたらよいものかと迷いを感じた、
基礎技術の指導方法
基礎技術の指導方法については，あくまでも，より望ましいケー ム遊びが出来るもので
なければならない。従って，前後する諸技術を本技術習得に如何に結びつけさせるかを前
提としながら指導するものでなければならない。しかし，他の教科においても同様であろ
うが，教師のもつイメー ジが適かくに生徒に浸透されてない間は，その成果がみられない
のは言うまでもない事である。従って動きのないパス，ショット，オフェンス，ディフェ
ンス等は考えられない点から前記実例にもとづきその方法に若干ふれてみたいと思う。
①バス技術の習得
パス技術は，ボディコントロール，味方間の距離の測定判断，ポールコントロール，ボ
ルーのスピー ド，受けとめる者のスピー ドに合わす事（受けやすいパス）が第一段階で要
求される。第二段階では，相手をさけながら如何に早く，チャンスをつかむか，得点に結
びつけさせるか，その為のピボット，フェー ク，緩急の動き（フットワー ク）が要求され
るものである。
練習の形式としては，すでに小学校，中学校低学年で，それぞれ補球技術がある程度ま
で習得されていると考え，前後左右への動作を加味して実施させた。
図1,図2,図3でこの例を示したが，この場合は，ポールが常に前方から来るものを
；
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想定し，補球者(C)はダッシュしてポールを受け，前方，左方，右方(Bの位置）の各
方面に出来る限り正確にしかも早いパスをする様にさせた。これによって，キャッチのタ
イミング，ボディコントロール，広い視野をもって一つのプレーが出来る事を知った。こ
こで使用するパスは,Aからのものは最初は一定方向へポールを転ろがし次には，ワンバ
ウンドでの補球，ノーバウンド補球，ジャンプをしての補球と，これの繰返しをし,Cは
それぞれに従って，ボディコントロールし,Bにパスを行う。このパスは，素早い動作を
要求した為，チェストとばかり限らず，必然的に，各自の身体に合ったパスを行う様にな
り，それぞれの特性を見出す事が出来た。又，ポールが後方から来る様な場面もこの逆を
使うと可能である。特に後方から，又側面からのパス，キャッチについては，フットワー
ク（ボディコントロール）が．キャッチの仕方，パスの仕方に大きく左右する事を生徒は
知った様である。このフットワークは直接的にケームに結びつく技術になるのである。特
に，何れの体育館もそうである様にゴールの数が少ない場合．早くポールになれさせる為
には，変化に富んだ，しかも，回数を多くしての練習が必要になってくる。この方法で実
施すると，一コートの中で一度に70人前後まで，単時間で相当量の練習をさせる事が出来
る。ポールの数は，多い程よいがlグループに3～4ケのポールで休朶なく実施する事が
出来るのである。さらに発展させる時，1対1のディフェンス・オフェンスをさせながら
実施すると，特に転ろがしたポールのうばい合いについては，ケーム中のルーズポールの
処理につながるもので．必然的にダ．ツシュを覚え，フェークが身につくのである。又々，
ケームのかけ引きをも身につき，相手の技術の弱点を見抜き成功感にひたりながら基礎技
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術が自然と習得されていくものである。又，ランニングパスについては，一度に2ケのポ
ールを使用し，ダッシュ，ストップ，ショットの連続動作の可能性を考えた（図参照)｡
A,Bがポールを持つ,Aのドリブル開始と共にCがダッシュ,AよりCにパス,Aは
方向を変えてダッシュ,Bよりバスを受けショット,Aよりのバスを受けたCはジグザグ
ドリブルでフェーク，ならびにストップ，この時Aにパスを終ったBが，全力疾走しスト
ップしたcよりパスを受けショットに結びつける。パス，ドリブル，ランニング，特に全
力疾走よりショットに結びつける，ボディコントロールと，ランニングパスはケーム時の
速攻につながるものであり，非常に効果的である。
②ショット技術
ショット技術は，両手セットショット，片手セットショット（＝フリスローをも含め
て）等静的ポジションよりの方法と，ランニングショット，ジャンプショット，ゴール下
ショット等の動的なショットとに分けられるが，何れも，ゴールに対する，位置感覚と，
ポールコントロールが要求されるものである。一般的には，物理的に，ポールのえがくア
ーチ，ゴール板を利用しての反射角をもってショットを行う等指導されるが，これについ
ても，画一的なものでなく，生徒個々人の体型，力に応じた，最もやり易いショットをさ
せてみた。しかし，全員には，ドリブルショット，ランニングショット，フリースローの
3種のみは，チームケームの特質から誰もが最低に出来なければならないショットである
事を強調し，時間内の練習については，実施（練習）方法を主として行い，自由時に必ず
実施（練習）する事を約束させ，ショット確率表を張り出し，反復練習を強制した。特に
ショットについては，動きながら瞬間的な静止状態において，①安定した姿勢から，②確
実にねらい定めて，③可能な限りゴールに近づき，さらにフォロースルーの体勢を長くさ
せ，④相手にカットされない体勢等が必要なのである。しかし何んと言っても，①が最も
大事な要素であり，この為には，常にひくい姿勢と，ボディコントロールが要求されるも
のである。従って，①が出来る事によって②以下が可能に発展してくるものであると言っ
ても良い。又安定した姿勢をとらせる為には，パスの項で述べたようにダッシュ→ストッ
プ←→キャッチ→バスの連動作をくり返す事によって多少なりともコントロールを習得す
るが，ショットの場合の重心移動はパス時の重心移動と異なり上方への動きが強く要求さ
れるようになってくる。従って，この習得には，やはり数多いゴールのある事がより望ま
しく，さらに技術の上達をはかる事が可能になるであろうと思う。小生の指導したのは正
式一面，最低基準の補助コート2面，シュート練習用ゴール4ケ所で，ゴール数は10ケ所
あった事から，上記練習，指導方法がとれたものと思うが最少限でもこれ位の数のゴール
が必要となってくるであろうと思う。
③攻防練習
攻防練習については，形式としては1対1，1対2，2対3，3対4，4対5，5対5
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等少数の防りに対し，多数で攻める様な場を考えてやる事が,攻撃を,より可能な状態にさ
せてやる事にもなり，さらに発展した時，相手の虚をついて出来た味方の1人にチャンス
を与えてやる事にもつながり，攻撃の成功感を味わえるもので，この形の練習をさせる事
が望ましいo特に1対1の場合は，高校でもかなりの困難さをしめすが，最初のうちは，
2度までのドリブルを許し，出来る限りゴールに近づく事を練習させた。これは，攻撃側
にしてゑるとゴールに近づいたり，急にバックする事によりマーク茜はずす事が可能であ
り，さら，にフェークを使う事を覚え，安全な体制でショットに結びつけられる利点を考
慮に入れた為である。一方，ディフェンス側にしてみると，身体接触の出来ない特質を十
分に理解させての技術であるだけに，二度のドリブルを使われる事は，非常な負担となっ
て来る。しかし，ケーム中で，トレール，ピックオフ，速いリターンパス等が展開された
場合のディフェンスに非常に役立つフットワークと，ボディコントロールを身につける事
になるol対2,2対3については，正規のルー ルに近づけた攻防を実施したが，これは，
あくまでも速攻をねらいとし，
少しでも速く，相手のディフェ
ンス体制のととのわない間に攻
め込む事を要求するものであ
る。従って,オフェンス側では，
フリーになっている味方を早い
機会に見つけ，変化に富んだバ
ス，ドリブルを駆使し，味方同
志の敏捷な位置移動をポールに
よってさせる事が出来，又，互
いの協力動作（＝連けい動作）
となって現われてくる所に大き
なねらいをもつのである。従っ
て，ディフェンス側にしてみる
と，1対1の場合とは異なり，
広い視野と相手の動きに対し，
先手先手と相手のコースをおさ
えるために動かねばならない必
要に迫られ，必然的にゾーンデ
ィフェンスの動きと感覚がそな
わってくる。しかし，この指導
については，コートの部分的面
図52－3の場合の例
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での練習から，オールコートを使用しての攻防に切り換えねば，その意義は薄れてくると
思われ，何れの場合も1名の象はコート外に居り，2名，3名，4名とディフェンス側は常
に1名減の状態で3，4，5の各人数を相手にせねばならない。従って，フォロー体制に
入った時，又，ポールをカットした時，アウトナンバーの者はコートに入り，オフェンス
の体制をとることである。これを繰り返す事により速攻のタイミングを習得出来るものと
考えた。しかし，繰返しの練習中に性々にして，マンネリ化した単調な攻撃に落ち入る。
（ただ一度だけの攻撃である事がそうさせてしまう点）十分な配慮と指導の手を加える必
要がある。又，直線的な攻撃体制である為，相手を左右にゆさぶりながらの攻撃が単調に
なり，常に前方の桑の味方しか見られなくなる点，ワンテンポ遅れてカットインする味方
を応含にして見失う事がある。従って，各チーム作戦を立てさせ，1段2段と波状攻撃を
加えられる様，フォー メー ション等も合わせて指導出来れば教材として展開する場合十分
なるものと考えている。又，この場合にディフェンスをハー フコー トまで出させておく
と，この単調さも相当なくなるものである。又，一方法として3人，4人，5人共々 ，そ
れぞれに番号（1，2，3，4，5）をつけさせ，パスの回る順は，必ず番号順でなけれ
ばならないルー ルを作ると，自分の番になる時には真剣になってマー クをはずす事を考
え，動き，又，走り込むものである。「鬼ごっこ」のプレー を生かすと，囮になる味方も
出，ここにスクリー ンプレー 等の高等技術が展開され，生徒には，比較的，よろこばれな
がら指導する事が出来る。何れにしても体育全般について言える事ながら，人間の活動し
たい本能を，動機づけの段階で生徒を引込み思案にしてしまわず，日常行動，生活行動の
中に現われている技術を生かさせながら面白ろく，楽のしくプレー にとけ込んで行ける様
な配慮を常に考えておかねばならない。ここに，スポー ツ教材の意義が見出されてくるも
のであると考えるのである。
④グルー プ間の練習と指導
前述の実験例で，グルー プ編成をした組がケー ム展開において，常に有意な状態を基せ
た点を述べたが，この編成については，次の様な方法で班編成を試みた｡①運動クラブに
属する者の均等配分，②クラブに属さないが運動の好きな者の均等配分，③体育評価の同
程度の者の均等配分（＝体育の出来ない者，何をさせても全く下手な者等も含めて）又，
この編成については，多分に身長順の配分も考慮にいれていたが，分類しているうちに自
然（偶然といってもよいが）に身長差も見られなかった。
このグルー プは，年度はじめに編成し，カリキュラム上のすべての種目について，班を
主体とした指導を展開した。その結果，年間を通すので，グルー プ内の和も保たれ，合わ
せて，自主的な計画，練習過程もぶられ，創造的な技術面が各所に見られるまでに発展も
して行った。特に，バスケットボー ルについては，長身者，脚力のある者，バスアドバイ
スのうまい者，ルー ルにあかるく，しかも指導力のある者等各パー ト毎の，そのグルー プ
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内でのエキスパートも出，それぞれに研究も重ねるようにまで発展も承られた。従って，
班編成で運動を実施し，しかも，技術的な追求と社会性，安全性，協力等々を要求する指
導であれば，グループ編成にて実施する事は非常に効果があるものであると考える。この
点で，バスケットボール指導の分野は，他の球技種目と同様に，それらがすべて要求され
る中に展開されねばならない事から指導の方法としては良い方法であると思うのである。
まとめ
以上，技術，技能習得と指導の方法について私見を述べたのであるが，体育で言われる
技術と，技能についての分類説明が不十分であった点は，次回に，より深い研究を要する
事を痛感するものであり，諸先輩の御叱責，御指導を切に願うものである。又，指導方法
についても，根底には，従来いわれていた「生活化」された体育的考えがある事は事実で
あり，生活から離れ，しかも将来の生活設計へも貢献させえない学校体育があるなら体育
ではないと考える者である。従って，学校体育によって一流選手を育てるのではなく，学
校体育によって，より安易に体育活動が出来，日常生活を豊かにする，レクリエーション
活動へと逆に発展させて行く所に，その目的があるのではないかと考えるのである。であ
るから，一方では，底辺を拡げる，体育人口を噸さしめる方向に，指導力を向けるべきで
あり，その中から，本格的に各個人によって作りあげた技，技術，技能なりが習得された
時，一流の選手とし，各種の大会等への代表とさせるべきであり，いたずらに，規定され
た一定のワクで，しかも前述した社会の変革で規定された，ルール，社会体制から技術指
導が拘束されてはならないと考えるのであるo色々 検討をして象たが,今後の問題として，
「体育実技の不得手な生徒」について，これらの技術指導を如何に考えるべきか，又，こ
の技術構成をどうとらえるべきなのか等々 について本稿と共に考察を試み度いと思ってい
る次第である。
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